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JFEスチールによる地下水汚染の
浄化促進計画

2023年 11月 30日

資料２

令和5年度 第1回地下水保全専門委員会
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１．地下水汚染の浄化促進計画策定のための調査と結果
１）観測井による地下水監視状況
２）現状のシアン汚染状況
３）地下の地層分布調査

２．浄化促進計画
１）揚水による浄化促進
２）浄化促進スケジュール

３．参考資料
１）揚水の有無での地下水流動調査
２）土壌汚染のおそれが少ないとされている区域での土壌・地下水調査
３）’08年と’23年の地下水流動調査

JFEスチールによる地下水汚染の浄化促進計画について
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１－１）観測井による地下水監視状況

既設7か所と新設4か所 計11か所の観測井にて監視を強化している。

既設No.3

既設No.4

既設No.7

既設No.1

既設No.2
(観測井＋揚水井)

Ｎ

50m

既設No.6

既設No.5
(観測井+揚水井)

既設観測井

盛土

新設観測井(2023年6月～採水分析開始)

新設No.8

新設No.9

新設No.10

新設No.11

本資料の全ての航空写真出典
：国土地理院ウェブサイトの画像を編集

観測井設置深さ(数字は採水深度)

No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 No.6 No.7 No.8 No.9 No.10 No.11
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４
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11.0～
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5.7～
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6.0～

10.5m

１６

1.0～

6.4m1.0～

7.4m

13.4～

15.1m

1.0～

4.5m

7.3～

10.0m

14.4～

16.1m

10.6～

16.0m

1.0～

4.0m

5.8～

6.3m
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11.9～

15.9m

1-1-a

1-1-b

1-2

2-1-a

2-1-b

2-2

2-1-c

3-1-a

3-1-b

3-2

4-1-a

4-1-b

4-2

4-1-c

5-1-a

5-1-b

9-1

5-2

9-2

9-3

8-1

8-2

10-1 11-1

10-4

11-3

11-4

11-2

5.3～

6.0m

6.3～

7.0m

10-2

10-3

無孔管

ｽﾄﾚｰﾅ管遮水材

粘性土

砂質・
礫質土

砂質土

フィルター砂
(硅砂)

観測井のスクリーン位置

観測井の構造
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１－２）現状のシアン汚染状況(まとめ）

井戸
No.

2008年
4～9月

2023年
1～9月

備考

No.1 ＜0.1 ＜0.1

No.2 0.4～0.8 ＜0.1 検出無し

No.2
(揚水井)

0.3～1.7 ＜0.1 検出無し

No.3 ＜0.1～0.1 ＜0.1 検出無し

No.4 ＜0.1～0.1 ＜0.1 検出無し

N0.5 0.1～0.4 ＜0.1～0.1 減少

No.5
(揚水井)

＜0.1～0.4 ＜0.1～0.3 減少

No.6 － －

N0.7 － －

No.8 － ＜0.1

No.9 － ＜0.1

N0.10 － ＜0.1

No.11 － ＜0.1

シアン濃度 観測井深さ：1～5m

井戸
No.

2008年
4～9月

2023年
1～9月

備考

No.1 ＜0.1 ＜0.1

No.2 0.5～0.8 ＜0.1～0.2 減少

No.2
(揚水井)

0.5～1.2 ＜0.1～0.1 減少

No.3 ＜0.1～0.5 ＜0.1～0.3 減少

No.4 ＜0.1 ＜0.1

N0.5 ＜0.1～0.2 ＜0.1 検出無し

No.5
(揚水井)

- -

No.6 ＜0.1 ＜0.1

N0.7 ＜0.1 ＜0.1

No.8 － ＜0.1

No.9 － ＜0.1

N0.10 － ＜0.1

No.11 － ＜0.1

井戸
No.

2008年
4～9月

2023年
1～9月

備考

No.1 ＜0.1 ＜0.1

No.2 ＜0.1 ＜0.1

No.2
(揚水井)

- -

No.3 ＜0.1 ＜0.1

No.4 ＜0.1 ＜0.1

N0.5 ＜0.1 ＜0.1

No.5
(揚水井)

- -

No.6 － －

N0.7 － －

No.8 － ＜0.1

No.9 － ＜0.1

N0.10 － ＜0.1

No.11 － ＜0.1

観測井深さ：5～10m 観測井深さ：10～15m

2008年に対して2023年は、検出する井戸数、およびシアン濃度が減少しており、浄化が進んでいるものの
No.5の1～5m、No.2,3の6～10mでシアンが検出されている。また、新設井戸の地下水にシアンは検出されていない。
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１－２）現状のシアン汚染状況(井戸深さ：1～5m）

No.1

No.2

No.3

No.4

No.5

盛土

No.8

No.9

No.10

No.11

No.1

No.2

No.3

No.4

Ｎ

50m

No.5

盛土

2008年4～9月

＜0.1

0.4～0.8＜0.1
～0.1

＜0.1～0.1

0.1
～0.4

＜0.1

＜0.1

＜0.1

＜0.1
～0.3

＜0.1

＜0.1

＜0.1

＜0.1

深さ1～5mの井戸では、2008年4～9月はシアン検出が4か所あったが、2023年1～9月は検出が1か所であり、
検出井戸数が減少するとともに、シアン濃度も減少した。

＜0.1

青字：
シアン濃度

2023年1～9月

地下水のシアン化合物濃度コンター図(2005年作成)

矢印：
流動方向
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１－２）現状のシアン汚染状況(井戸深さ：5～10m）

No.2

No.3

No.6

No.4

No.7

No.5

盛土

No.9

No.10

No.11

No.2

No.3

No.6

No.4

No.7

Ｎ

50m

No.5

盛土
＜0.1

0.5～0.8＜0.1
～0.5

＜0.1

＜0.1
～0.2

＜0.1

＜0.1

＜0.1

＜0.1
～0.3

＜0.1

＜0.1

＜0.1

＜0.1

＜0.1

＜0.1

深さ6～10mの井戸では、2008年4～9月はシアン検出が3か所あったが、2023年1～9月は検出が2か所であり
検出井戸数が減少するとともに、シアン濃度も減少した。

＜0.1～0.2

青字：
シアン濃度

2008年4～9月 2023年1～9月

No.1 No.1

＜0.1矢印：
流動方向
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１－２）現状のシアン汚染状況(井戸深さ：10～15m）

No.2

No.3

No.4

No.5

盛土

2023年1～9月No.8

No.9

No.10

No.11

No.2

No.3

No.4

Ｎ

50m

No.5

盛土
＜0.1

＜0.1

＜0.1

＜0.1

＜0.1

＜0.1

＜0.1

＜0.1

＜0.1

＜0.1

＜0.1

＜0.1

深さ11～15mの井戸では、2008年4～9月、2023年1～9月ともにシアン検出は無かった。

青字：
シアン濃度

＜0.1

2008年4～9月

No.1 No.1

＜0.1矢印：
流動方向
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１－３）地下の地層分布調査(ボーリング結果)

今後、地下水浄化促進のために揚水井戸を設置するにあたり効果的な場所を決める目的で、汚染の残っている
No.3→２→４→５の地層の分布を調査した。観測井設置時のボーリング結果よるとシルト層と砂層の並び方
が場所により異なっている。地層のつながりを推定するため地下水の水質を調査した。

No.1

No.2

No.3

No.4

No.5

盛土

No.8

No.9

No.10

No.11

A

B

No.3 No.2 No.4 No.5

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

13

14

16

11

12

15

鉱滓層

シルト層

砂層

A B
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１－３）地下の地層分布調査(測定結果とグループ分け)

水質調査の具体的方法は、各観測井におけるスクリーン部1mごとのシアン濃度、pH、EC、ORPを測定し、類
似値でグループ分けした。この結果とボーリング結果をもとに地層断面を推定した。

ｼ
ｱ
ﾝ
(m
g/
L
)

p
H

E
C
(m
S
/
m
)

O
R
P
(m
V
)

ｼ
ｱ
ﾝ
(m
g/
L
)

p
H

E
C
(m
S
/
m
)

O
R
P
(m
V
)

ｼ
ｱ
ﾝ
(m
g/
L
)

p
H

E
C
(m
S
/
m
)

O
R
P
(m
V
)

ｼ
ｱ
ﾝ
(m
g/
L
)

p
H

E
C
(m
S
/
m
)

O
R
P
(m
V
)

ｼ
ｱ
ﾝ
(m
g/
L
)

p
H

E
C
(m
S
/
m
)

O
R
P
(m
V
)

ｼ
ｱ
ﾝ
(m
g/
L
)

p
H

E
C
(m
S
/
m
)

O
R
P
(m
V
)

ｼ
ｱ
ﾝ
(m
g/
L
)

p
H

E
C
(m
S
/
m
)

O
R
P
(m
V
)

ｼ
ｱ
ﾝ
(m
g/
L
)

p
H

E
C
(m
S
/
m
)

O
R
P
(m
V
)

ｼ
ｱ
ﾝ
(m
g/
L
)

p
H

E
C
(m
S
/
m
)

O
R
P
(m
V
)

ｼ
ｱ
ﾝ
(m
g/
L
)

p
H

E
C
(m
S
/
m
)

O
R
P
(m
V
)

ｼ
ｱ
ﾝ
(m
g/
L
)

p
H

E
C
(m
S
/
m
)

O
R
P
(m
V
)

ｼ
ｱ
ﾝ
(m
g/
L
)

p
H

E
C
(m
S
/
m
)

O
R
P
(m
V
)

ｼ
ｱ
ﾝ
(m
g/
L
)

p
H

E
C
(m
S
/
m
)

O
R
P
(m
V
)

ｼ
ｱ
ﾝ
(m
g/
L
)

p
H

E
C
(m
S
/
m
)

O
R
P
(m
V
)

① 1～2 <
0
.1

1
2
.7

6
1
8

-
1
2
0

<
0
.1

1
2
.3

3
0
9

-
7
5

<
0
.1

1
2

2
2
0

-
5
3

<
0
.1

8
.5

6
8
.6

1
1
1

② 2～3 <
0
.1

1
2
.7

6
2
2

-
2
0
7

<
0
.1

1
2
.3

3
1
7

-
8
9

<
0
.1

1
2
.1

2
4
4

-
1
3
1

<
0
.1

8
.5

6
7
.2

1
0
5

③ 3～4 <
0
.1

1
2
.2

3
8
7

-
2
4
0

<
0
.1

1
1
.5

1
0
6

-
1
6
1

④ 4～5 <
0
.1

9
.1

8
6
2

3
3

<
0
.1

1
2
.6

7
4
5

-
1
9
6

<
0
.1

1
2
.3

3
2
7

-
2
1
6

⑤ 5～6 0
.1

9
.1

8
9
7

1
5
6

<
0
.1

8
.7

1
6
.7

1
4
1

<
0
.1

1
2
.6

8
5
0

-
1
0
3

⑥ 6～7 0
.1

9
.1

9
0
5

1
2
3

<
0
.1

8
.6

3
0
0

5
1

⑦ 7～8 0
.1

9
.4

1
1
7
0

1
0
0

<
0
.1

7
.7

2
2
1
0

9
0

<
0
.1

8
.4

3
7
4

8
5

⑧ 8～9 0
.4

9
.2

1
7
1
0

9
0

<
0
.1

7
.2

2
7
3
0

1
1
7

<
0
.1 8

7
8
8

1
1
2

⑨ 9～10 0
.5

9
.1

2
1
1
0

9
6

<
0
.1

7
.1

2
8
0
0

1
2
6

⑩ 10～11 0
.4

8
.9

2
5
5
0

1
0
0

⑪ 11～12 <
0
.1

7
.1

3
2
2
0

9
5

⑫ 12～13 <
0
.1

7
.5

3
0
7
0

1
5
7

<
0
.1

7
.1

3
2
6
0

9
9

⑬ 13～14 <
0
.1

7
.6

3
1
7
0

1
1
4

<
0
.1

7
.5

3
1
2
0

1
5
6

<
0
.1

7
.1

3
2
4
0

9
4

⑭ 14～15 <
0
.1

7
.5

3
1
5
0

1
3
0

<
0
.1

7
.8

2
5
1
0

1
1
8

<
0
.1

7
.2

3
2
7
0

1
0
8
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調査深度
(m)

No.3 No.2 No.4 No.5
4-1-a 4-1-b

EC:16

pH:6.6～9.2
EC:850以上

EC:150～800

pH:8.5

pH:11.5以上

EC:2500～3300

およそ0～6mはpH11以上であり、
鉱滓層と接触した地下水。

およそ4～10mはpH7～9で雨水由来の
砂層の一般的な地下水。

6m以深はpH7～9、EC2000以上で
海水混じりの地下水

ORPはpHと同様な傾向がある。

2022年9月29～30日採水 パージ無し
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１－３）地下の地層分布調査(地層分布図)

コアボーリング結果と、類似した水質を結んでA-B断面の地層分布図を作成した。
No.3,2,4の深さ6～10mにつながった砂層(透水層)があり、そのNo.3,2の間にシアンが残っている部位があ
る。この部位に追加揚水井を2基設置し、浄化促進を図る。No.5は新設揚水井No.2,3の浄化効果を見極め
浄化方法を決定する。

No.1

No.2

No.3

No.4

No.5

盛土

No.8

No.9

No.10

No.11

A

B

No.3 No.2 No.4 No.5

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

13

14

16

11

12

15

鉱滓層

砂層

シルト層

A B

シアンが
残っていると
推定される
部位

新規
揚水井
No.13新規

揚水井
No.12

流向
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２－１）揚水による浄化促進

No.1井戸

No.2井戸

No.3井戸

No.4井戸

2022年9月の採水分析結果、及び2005年の土壌の汚染分布によると、No.２とNo.3の間に汚染がある。
このためNo.2と3の間に揚水井を追加設置(No.12)、No.2を増設(No.13)する。

汚染中心付近にできるだけ近い位置に揚水井
を設置する。No.3→No.2の流れを強化する。
障害物があるためこの位置に設置したい。

土壌調査期間
2005年3月～7月

揚水量が減少してきているため、No.2揚水井戸
を増設し、揚水量を確保する

新規設置
（No.12）

No.2増設
（No.13）

No.2-1

No.2-2
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２－2）浄化促進スケジュール

01～ 04～ 07～ 10～ 01～ 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

地下水保全専門委員会

CR試験高炉建設・操業

調査 土壌調査 汚染が多い範囲

汚染が少ない範囲

地下水
調査

汚染が多い範囲

汚染が少ない範囲

流向調査

地下
水
監視

観測井 従来

追加

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

浄化
促進

揚水井 従来

追加

その他対策

▼第3回

土対法申請

土木工事 試験操業

14か所

23年度

【浄化促進計画】現状行っている各種調査※は23年5月に完了。今後、揚水井を追加し浄化を促進する。
試験高炉建設中は、観測井追加とﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ頻度を月1回→2回に増やし、浄化確認と汚染拡散防止を監視強化する。

汚染土掘削除去、封じ込め

19か所

14か所追加建設

調査結果により追加観測井の必要性検討 調査結果で追加設置

月1回 月2回
4か所

月1回

調査結果で揚水井追加設置、除害対策検討

▼第4回

完

完

▼千葉市報告(6か月毎) ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼

2か所追加設置工事 2か所
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２－3）まとめ

・ボーリング結果と、深さ毎の水質調査により、地層分布を推定した。
その結果、No.3とNo.2の間の砂層にシアンが残っている部位があることが推定できた。

・シアンが残留する砂層の流向は、No.3→No.2であるため、
No.2とNo.3の間に揚水井1か所、No.2付近に揚水井をさらに1か所設置し
効果的にシアン浄化を推進する。

・汚染土置場の周囲に観測井4か所(13地点)追加設置した。2023年6月より測定を開始し
現時点までシアンは不検出である。

・工事期間中は、全測定点において測定頻度1回/月 → 2回/月として監視強化する。

・観測井、揚水井の既設合計20地点の地下水のシアン濃度調査より、
2008年は、不検出10地点、検出10地点であったが、
2023年は、既設井戸の不検出15地点、シアン濃度減少が5地点であり、浄化が
進んでいることが確認できた。
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【参考】３－１）揚水の有無での地下水流動調査(井戸深さ:1～5m）

No.1

No.2

No.3

No.4

No.5

4.574

4.553

4.401

4.344

4.550

揚水の有無にかかわらず、No.2からNo.3,4に流れている。No.1からNo.2,3に流れている

No.1

No.2

No.3

No.4

No.5

4.674

4.6134.451

4.404

4.620

揚水有り：2022.9.28
揚水無し：2022.9.29揚水有り 揚水停止24時間後
値は地下水位(基準:A.P.)
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【参考】 ３－１）揚水の有無での地下水流動調査(井戸深さ:5～10m）

No.1

No.2

No.3

No.4

No.5

4.518

4.458

4.490

4.292

4.639

No.1

No.2

No.3

No.4

No.5

4.568

4.5184.590

4.352

4.719

揚水有り：2022.9.28
揚水無し：2022.9.29揚水有り 揚水停止24時間後

揚水の有無にかかわらず、No.3→No.2→No.4に流れている
No.3井戸は当該深さでシアンが確認されており、No.2揚水井戸方向に流向があるが浄化が遅れている
No.2の揚水強化と、No.2と3の間に揚水井を追加し、浄化促進を図る

値は地下水位(基準:A.P.)
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【参考】３－１）揚水の有無での地下水流動調査(井戸深さ:10～15m）

No.1

No.2

No.3

No.4

No.5

4.460

4.349

4.317

4.174

4.475

No.1

No.2

No.3

No.4

No.5

4.440

4.3894.347

4.224

4.535

揚水有り：2022.9.28
揚水無し：2022.9.29揚水有り 揚水停止24時間後

揚水の有無にかかわらず、No.2からNo.3,4に流れている。No.1からNo.2,3に流れている

値は地下水位(基準:A.P.)
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【参考】３-2）土壌汚染のおそれが少ないとされている区域での土壌・地下水調査

50m

N

メタネーション

調査位置

地歴調査でシアンの土壌汚染のおそれが少ないとされている区域であるが土壌を掘削するため、汚染が比較的多いに近い2地点
において土壌・地下水の汚染状況を調査した。その結果、土壌・地下水ともに掘削深さ5mまでにおいてシアンは検出されなかった。

:汚染が比較的多い範囲

① ②

深さ 溶出 含有
地下
水

深さ 溶出 含有
地下
水

0～
0.05m

+
0.05～
0.5m

＜0.1 ＜5
－

(※)

0～
0.05m

+
0.05～
0.5m

＜0.1 ＜5
－

(※)

-1m ＜0.1 ＜5
－

(※) -1m ＜0.1 ＜5
－

(※)

-2m ＜0.1 ＜5 ＜0.1 -2m ＜0.1 ＜5 ＜0.1

-3m ＜0.1 ＜5 ＜0.1 -3m ＜0.1 ＜5 ＜0.1

-4m ＜0.1 ＜5 ＜0.1 -4m ＜0.1 ＜5 ＜0.1

-5m ＜0.1 ＜5 ＜0.1 -5m ＜0.1 ＜5 ＜0.1

①

②

ｼｱﾝ濃度：溶出・地下水mg/L、含有mg/kg

※：深さ1.4～1.8ｍまで掘削して地下水を確認したためサンプル無し
:汚染のおそれが少ない範囲

:土壌を掘削する範囲
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No.1

No.2

No.3

No.4

No.5

盛土

No.8

No.9

No.10

No.11

No.1

No.2

No.3

No.4

Ｎ

50m

No.5

盛土
4.644

4.653

4.651

4.644

4.740

4.454

4.401

4.354

4.520

4.515

4.527

4.565

4.431

4.383

青字：
地下水位
(基準:A.P.)

地下水のシアン化合物濃度コンター図(2005年作成)

矢印：
流動方向

【参考】３－３）’08年と‘23年の地下水流動調査(井戸深さ:1～5m）
2023.9.19測定2008.9.24測定

2008年9月 2023年9月

’08年はNo.2からNo.1,3,4に流れている。’23年はNo.1からNo.2,3方向に流れている。
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No.2

No.3

No.4

No.7

No.5

盛土

No.9

No.10

No.11

No.2

No.3

No.4

No.7

No.5

盛土
4.528

4.578
4.520

4.492

4.659

4.048

4.678

4.537

4.410

4.302

4.639

4.658

4.398

4.429

4.392

4.378

No.1 No.1

4.398

Ｎ

50m

青字：
地下水位
(基準:A.P.)

矢印：
流動方向

2023.9.19測定2008.9.24測定
2008年9月 2023年9月

【参考】 ３－３） ’08年と‘23年の地下水流動調査(井戸深さ:5～10m）

’08年はNo.2からNo.1,3,4方向に流れている。
’23年はNo.3井戸は当該深さでシアンが確認されており、No.2揚水井戸方向に流向があるが浄化が遅れている
No.2の揚水強化と、No.2と3の間に揚水井を追加し、浄化促進を図る

No.6 No.6
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No.2

No.3

No.4

No.5

盛土

No.8

No.9

No.10

No.11

No.2

No.3

No.4

No.5

盛土
4.320

4.469

4.427

4.274

4.445

4.227

4.373

4.445

3.954

4.170

3.986

4.431

4.259

No.1 No.1

4.360

Ｎ

50m

青字：
地下水位
(基準:A.P.)

矢印：
流動方向

2023.9.19測定2008.9.24測定
2008年9月 2023年9月

【参考】３－３） ’08年と‘23年の地下水流動調査(井戸深さ:10～15m）

‘08年はNo.2からNo.1,3 方向に流れている。‘23年はNo.1からNo.2,3方向に流れている
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